
別紙

Ⅰ．事業評価総括表 

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は間接交

付金事業者名
交付金事業に要した

経費
交付金充当額

4,400,000

備 考

1
公共用施設に係る
整備、維持補修又
は維持運営等措置

学校給食センター施設整備
事業

下松市 4,400,000



Ⅱ．事業評価個表

無

1
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営等措置

学校給食センター施設整備事業

番号 措置名 交付金事業の名称

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 下松市
交付金事業実施場所 下松市潮音町

交付金事業の概要
　下松市立中学校給食センターで使用している老朽化したレックスオーブン（2台）及び大型蒸し器（1台）を、ス
チームコンベクションオーブン（2台）に更新します。

総事業費 6,998,400
交付金充当額 4,400,000
うち文部科学省分 0
うち経済産業省分 4,400,000

交付金事業の成果及び評価

　本交付金により、調理作業効率の向上を図ることができ、併せて仕上がり支障や献立制限が解消され、9月給
食の残食率が0.14%と目標値0.20%を0.06ポイント上回り、給食の質の向上に資することができました。
　また、本交付金事業について掲載した給食だより（指標1,600枚→実績1,730枚）及び市広報（指標20,000世帯
→実績20,611世帯）を配布し、学校教育や、将来を担う中学生の健全育成に資する施設に交付金を充当したこ
との広報を通じ、電源立地への理解・協力の促進を図ることができました。

交付金事業の成果目標

　下松市立中学校給食センターでは、市内中学校（3校）の給食を提供しています。
　子どもたちの食育のため、安全安心で安定した、より質の高い学校給食の提供が求められますが、この施設
で使用しているレックスオーブンは、設置後20年が経過し老朽化が著しく、現場の作業や給食の仕上がりに支
障をきたすなどの課題を抱えています。また、大型蒸し器は、老朽化に加え、容量が小さく、別の調理設備を代
用して調理を行っており、調理ごとに洗浄作業が必要となるなど、衛生面においても改善を図る必要がありま
す。
　本交付金を活用し、老朽化した設備を更新することにより、作業時間の短縮や仕上がり支障を解消し、安全安
心で安定した学校給食の提供の確保と衛生管理の徹底を図ります。併せて、調理設備の老朽化等による献立
の制限を解消し、より質の高い学校給食の提供に努めます。また、将来を担う生徒の健全育成に資する施設に
交付金を充当することについて広く周知を行い、電源立地への理解・協力を促進していくこととします。

交付金事業の成果指標

　上記、成果目標を達成するため、老朽化したレックスオーブン及び大型蒸し器を、焼く・蒸すなどの多様な機能
を備えているスチームコンベクションオーブンに更新します。これにより、作業時間の短縮や仕上がり支障の解
消のほか、献立制限の解消が期待されます。
　ついては、給食廃棄量の低減を目標とし、設備更新後の9月給食の残食率を0.20%（平成26年度、平成27年度
における同月平均は0.21％）とします。また、この事業を広くPRするため、学校内での給食だより等による広報
（市内中学校の配布1,600枚）、市広報誌での広報（市内住民への配布20,000世帯）を行います。

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無 交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度該当なし
6,998,400計

交付金事業の契約の概要
契約の目的 契約の方法等 契約の相手方 契約金額

スチームコンベクションオーブン購入 指名競争入札 山口調理機株式会社 6,998,400



　  　      
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　

（７）成果及び評価に係る第三者機関等を活用の有無の欄については、第三者機関等を活用した場合にあっては、その名称及び構成員等
を記載

（６）交付金事業の契約の概要の欄は、契約件数が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

　（備考）（１）事業ごとに作成すること。 
（２）番号の欄は、事業評価総括表における番号欄に対応した数を記入すること。
（３）交付金事業の成果目標の欄は、発電用施設周辺地域整備法第1条（目的）を踏まえて具体的に記載すること。
（４）交付金事業の成果指標の欄は、成果目標を踏まえて定量的な指標を記載すること。
（５）交付金事業の成果及び評価の欄は、進捗度、利用量並びに効果等を出来る限り数値を用いて記載すること。


